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1.緒 言

日本 の 一 般 ス キ ー ヤー の 人 口 は700万 人 と も1,000万 人 と もい わ れ る程 で,恐 ら く世 界 第

一 の ス キー 人 口 を持 つ と思 わ れ る
.こ の 多 くの 一 般 ス キ ー ヤ ーの 健 全 な レ ク リエ ー シ ョン

・ス ポー ツ と して の ス キ ー に は ,そ の 目的 か ら競 技 ス キ ー とは お のず と異 った技 術 面 もあ

る と思 う.「 よ り安 全 に,よ り速 く,あ らゆ る地 形,雪 質 に対 応 で きる 巾 の あ る技 術 を 求

め,そ の 技 術 を 習 得 す る段 階 的 指 導 の 方 法 と要 領 を体 系 ず け る こと1)」 は,冬 季 の 社会 体

育,社 会 ス ポ ー ツ と して の ス キー に と って大 きな意 義 が あ る.し か も日本 の一 般 スキ0ヤ

ー の現 状 は
,諸 外 国 に比 べ て 雪 上 口数 の 短 い,週 末 ス キ ー や2,3日 間 位 の ス キ ー で あ

り,そ れ もシー ズ ン中3,4回 程度 とい うの が大 多数 を しめ る と考 え られ る の で,技 術 体

系 や指 導 体 系 の基 本理 念E)の もとに,短 期 間 の 学 習 で技 術 習 得 の成 果 を期 待 で き るよ うな

指 導 過 程 が 特 に重 要 な こ とで は なか ろ うか.

そ こで,著 者 は継 続 的 に,初 心 者 を主 な 対 称 と して,い か に は や くパ ラ レル ・ター ン や

ウ ェ0デ ル ン技 術 の習 得 に導 くか,と い う テー マの もと に実験 的 に指 導 段 階 の考 察 を進 め

て い る.本 紀 要 の前 号3)で は,世 界 的 技 術 傾 向 で あ る 「か か え込 み送 り出 し」 技 術 に っ い

て の指 導 段 階 をSAJス キ ー教 程4}と の比 較 の もと に実 験 的 考 察 を発 表 したが,そ の 中 で

「全 学 習 期 間 の約2分 の1以 上 を プ ル ー ク ・ボ ーゲ ン到 達 まで に,4分 の1以 上 を フ。ル ー

ク ・ボ ー ゲ ン学 習 だ け に 費 や して い る.も っ と短 時 間 の学 習 で 習 得 で きな い ものか,あ る

い は プ ル ー ク ・ボ0ゲ ンの過 程 を ど う して も踏 まな けれ ば な らな い ものか5'Jと い う一 っ

の 問題 点 が あ った.そ こか ら,今 回 は 技 術 傾 向 や 一 般 指 導 体 系 に と らわ れず,段 階 的 指 導

方 法 の原 点 に立 ち返 って 検 討 して み る と,エ ミー ル ・ア レー(EmileAllais)s)や 猪 谷7)が

い って い る よ うに,フ.ル ー ク系(シ ュ テ ム系)の 指 導 過 程 を一 切 排 除 してみ て は ど うか と

い う過 去 の論 争 の 出発 点 に た つ こ とに な っ た.

「1933年 ウf一 ン大 学 教 授 プ リッ ツ ・ホ シ ェ ク(FritzHoschek)博 士 は彼 の著 書 更泊 然

な スキ ー"(TheNaturalTeachingofSkiing)に よ って,既 成 の 指 導 法 に 疑 問 を投 じた.

ま た フ リー ドル ・ヴ ォル フガ ン グ(FriedlWolfgang)教 授 は彼 の生 徒 と共 に数 年 の 間融

通 の きか な い ス キ0指 導 法 に た た か い をい どん で い た.彼 が 特 に反 対 した の は次 の練 習 だ

った.プ ル ー ク,プ ルー ク ・ボ ーゲ ン,シ ュテ ム ・ボ ーゲ ン.こ のceフ 。ル ー クな しに パ ラ
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レル ・ク リ スチ ャニ アへ"と い う声 は激 しい 論 争 を よび 起 したが,第 二 次 世 界大 戦 が これ

を 申断 して しま っ た8).」

ま た1937年 フ ラ ン スのEmileAllaisが,そ の 吾 「エ ミ0ル ・ア レー の フ ラ ンス ス キ ー

術9口 で,「 シ ュテ ム」 とい う動 作が,進 歩 を い ち じる し く阻害 し,制 限 して い る こ とを

悟 り,こ の動 作 を完 全 に除 外 し,AntonSeelosが 先 見 した 肩 のrotationこ そ,脚 を 横

に開 く動 作 に よ らず ス キ ー を回 転 させ る原 動 力 で あ る とい う見 解 を と って,パ ラ レル ・ク

リス チ ャニ ァへ のdirectmethodが フ ラ ン スで は第 一 義 的 に考 え られ る よ うに な った.

そ の後,MatthiasZdarsky以 来 の シ ュ テ ム系 を 伝統 とす る オー ス トリア派 の 指 導 体 系

と,パ ラ レル系 を主 張 す る フ ラン ス派 の指 導 体 系 が,世 界 の ス キ ー指 導 法 を 二 分 す る論 争

とな って続 い た.口 本 で も猪 谷 六 合 雄1のは独 自 の パ ラ レル系 指 導 法 を主 張 して い る.

本 稿 で は,そ の両 者 の技 術 体 系 や指 導 体 系 につ い て論 じ る積 りは な い.な ぜ な ら現 在 の

技 術 論 や方 法 論 の進 歩 か らみ れ ば,30年 間11)の 論 争 は過 去 の もの で あ り,1968年 ア メ リカ

の ア スペ ンで 行 わ れ た 第8回 イ ン ター ・シー で は,フ ラ ン スは 以前 のrotation技 術 の 伝

統 を破 って 新 しい方 向 を 打 ち出 した し12},世 界 の ス キー は す べ て脚 部 の運 動 を主 体 とす る

BeinspielTechnikに 統 括 され る よ うに な っ た し,ま た フ。ル ー ク(シ ュテ ム)を す るか

しな いか の 問 題 は,「 プ ルー ク ・ボ ー ゲ ンお よび シ ュテ ム ・ク リス チ ャニ ア の技 術 に 関 す

る詳 しい 研究 か ら シ ュ テ ム ・ク リス チ ャニ ア とパ ラ レル ・ク リス チ ャニ ア に は 多 くの共 通

点 が あ る とい う事 実 か ら シ ュテ ム ・ク リス チ ャニ ア を習 う こと はパ ラ レル ・ク リス チ ャニ

アへ の道 を何 ら妨 げ る もの で は な い'3コ と い うこ と や 「正 しい フ ォー ム と 正 しい時 間 の 中

で(リ ズ ムの 中 に と け込 ん だ 一連 の運 動 の 中だ け の時 間 に限 った)プ ル ー クが 使 わ れ る な

らば最 早 それ ほ ど問 題 で は な い こ とが 明 らか に され た川 」 と い うよ うに,今 や論 争 の 問題

で は な くな った.

プ ルー ク系 の技 術 的 価 値 や 実 用 的 価 値 を決 して否 定 す る もの で は な い し,確 か に過 去 の

シ ュテ ム ・ク リス チ ャニ アか らパ ラ レル ・ク リスチ ャニ アへ の発 展 上 の 障 壁 は 少 な くな っ

て きて い る.し か し,技 術習 得 目 標 を パ ラ レル ・ター ンや ウ ェー デ ル ンに お い て初 心 者 を

は や くそれ に 到 達 させ,上 級 者 の技 術 運 動 を 学 ば せ るた め に は,プ ル0ク や フ。ル ー ク ・ボ

ー ゲ ン学 習 に 費 や す 時 間 が 長 く,日 本 の現 状 の よ うに短 期 日の 学 習 の繰 り返 しで は,そ の

時 間的 ロスが 大 きい とい う こ と と,プ ル ー ク系 を 学習 す れ ば す る程 パ ラ レル ・ター ンに進

む と き,ス キ ーのV字 型 が 現 わ れ て,パ ラ レル ・ター ン習 得 の 障害 とな って い る,と い う

現 実 に た っ て,あ え て パ ラ レル 系 の み のTp.指 導 段 階lb)(第1-2表)を 試 作 した.

そ の技 術 お よび ター ン の基 本 的 動 作要 素 と して は,テ ー ル ・ホ ップ。(テー ル ・ジ ャン プ.)

と横 ず れで あ り,指 導 の方 法 論 的 に は,開 脚 法16)の 採 用 と早 期 か らの ス トッ ク併用 を原 則

とす る こ と17),お よ び地 形 の利 用 や リズ ムを重 要 な 手段 と して い る こ と で あ る.西 山ia>

は,「 高 性 能 の,技 術 性 の高 い ター ンの基 礎 能 力 を は や く身 に つ け る こ とは,技 術 の上 達

を容 易 にす る こ とで,こ の基 礎 回転 の 到達 目標 を そ こに お き,し か も単 純 能率 化 の 中 心路

線 を そ こに示 し,こ の到 達 水準 か ら,ジ ャ ンプ,ス テ ップ の動 作 を つ け加 え て,他 の 両 系

統 の技 術 に は い る こ とは比 較 的容 易 で あ るが,ス テ ップ系 や ジ ャ ンプ。系 的 な基 礎 の 積 み 上

げか ら曲進 系 に は い る こ とは極 め て 難 しい.」 と して い るが,著 者 は,ジ ャ ンプ。系 か らの

技 術 組立 か ら,ジ ャ ンプ(ホ ップ)を 早 期 に な くして脚 の屈 伸運 動(身 体 の 上下 動)に 進

め,そ こか ら,ス テ ップ系 が片 開 きプ ル ー クの発 展 と して 導 入 で き る し,片 開 きフ。ル ー ク

とス テ ップ系 の要 領 を生 か しな が ら ス テ ップ や身 体 の 上下 動 を な くして り)けば比 較 的 単純

な 形 で ピボ ッ ト系(曲 進 系)に 導 入 で きる,と 考 え て い る.い ず れ に して も,パ ラ レルの

蓼
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ま ま で最 もター ンに 導 入 しや す い もの と して,そ の き っか け に ホ ップ を 使 い,横 ず れ(横

すべ り,山 回 り)と の関 連 にお い て ター ンを形 成 し,で き るだ け早 期 に その ホ ップ を脚 の

屈 伸 動 作 の み に 切 り換 え よ うと してい る もの で あ る.

本 研 究 は,新 し く改 訂 され た 日本 ス キ ー教 程'9)のJ.指 導 段 階201(第1-1表)に よ る

学 習群(統 制群)をJ.グ ルー プ と し,パ ラ レル 系 のTp.指 導 段 階 に よ る学 習 群(実 験 群)

をTp.グ ル ー プ と して 実 地 指 導 を し,両 者 の 学 習 効 果 と指 導 段 階 の比 較 考 察 を試 み た もの

で あ る.
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ン 緩 斜 面 を使 い ,浅 い大 きな 弧 で,前 半伸 ば

⑤ し押 し出 し,後 半 曲 げ押 し出 しの パ ラ レル1
・ター ンを 行 な う.

⑥ 連`1L'n転 を 行 な う ・l

i

⑦ 献;ク を利用して,パ ラレル・ター國
II

0.20

(30)

　

1

上

　0
.20iO.40

(50)ii50

0.10'0.10
(70)!70

1

ljO
.200.20
(50)50

11

II

i

　 　

i}
　 　 　

10.10ト0.1010.20

(10)2(30)1・
1

1.10

(47)

-「}

30

「　

0.1010.101

30(30)
一 …i-

0.10,0.200.30

(10)「(30)33011

1.40

(40)

ト

⑧1斜 面や雪質を変えて行な う.

注:こ の表は 日本スキー教程 の練習項目の中か らJ

　

10.1010.101
(30)ll30

.グ ループの学習 した項目だけをまとめた もの

である・ただ し・5・パ ラ レル ・ターンの中の③伸ば しか ら曲げへ の山まわ りと④谷開 きター ン

は教程の指導のながれ として 書き出 した.

基 礎 課 程

ート

i

i
トー
　

コ

要

第1-2表TP.グ ループの指導段階 と指導所要時間

幣 難 講 齢 欄あμ1は糟灘 簿暑籔灘蛎 芦の)

領 使用斜面 -

日
目

指 導

2

日

ゴ
」

習
得
者
数
殉(

.、二
口

)

ー
ー

ー
ー
ー
-

h

一
4

日

口
H

(習

「

i

時

3

日

日

疲
時 術

間 別

(h.)

-

.

踏

み
か

え

回
り

の
基

礎

直

滑

降

・
テ

ー

ル

・
ホ

ッ
プ

・

嶋繕鍵型㌦
1

1
②

麟 騨 膝屈伸一ス門
ス トックを交 互 に ス キ ーの トップ

あ麟 欝 ξ2いて・足首・閾

1(醐 降 姿勢 テ ー ル ・ホ ップ)
i

iす ・

i

げ地田
「 一

//

//

↓

1

∀

1

ー

一

↓

/

v

0.35

(95)
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よ

1
1

⑤

2
.

直
滑
降
と
踏

み
か
え
回
り

よ

2

1
①

奈 良 大 学

(直 滑 降 姿 勢 ・テー ル ・ホ ップ1
一 ス トック使 用)1

1〃
ス トッ クを交 互 に使 用 して テ ー ノ堀
・ホ ップ を繰 り返 す .

1

(直 滑 降 姿 勢 ・テー ノしお き か

え)

ス トッ クを使 用 して,テ ー ル ・ホ

ップを し,テ ー ルの 左 右 お きか え ,を繰 り返 す
.

紀 要 第3号

i

0.15
//

(100) 001

↓

【01
■0

(先開 き踏みか え滑走)

、スキ ー の トップ を開 い て 踏 みか え 〃

な が ら滑 る.一 方 向 に,反 対

方 向 に,左 右 一一歩 ず つ 交 互 に.
　

1(基 本直滑降)1 平地
に続

基本姿勢 の直滑降 をして,¥1/地 に ぺ ごくゆ
な って止 ま る前に一方向に1一 ⑥ るい斜面
の運 動を して止 まる.

2

!
②

2
1

③

3
i
①

3
1
③

3
.
斜
滑
降
姿

勢
と
横
ず
れ
回
り

(直滑降 ・膝屈伸)

直 滑 降 で,1一 ① の運 動 を し,1
一一⑥ の運動 で止 まる.

(直滑降 ・膝屈伸
使用)

ス ト ッ ク

直 滑 降 で,1一 ② の運 動 を し,
一 ⑥ の運 動 で 止 ま る.

1

鋸 ①と同鵬 鋤 へ横ずれす1

降1-
_i
」'4

ル1幽

ズ

1し
XO.20`

(90)1

ト

0.200.10}

(60)(90)

0.30
ii

I(70)

//

1

(網 降姿勢と横ずれ);
　

斜面に立 った斜滑降の基本姿勢か 平 地 に続
ら,そ の場で スキ0の 角付けをゆ ・く 短 い1

↓義宅葛
こξ譜 薩 爵 して横學i中,急斜i

れ し,角 付 けを強 めて停 止す る運 面
動を働 返す ・1⊥

(斜め前横ずれ);
i//

↓

(横ずれ同 り)

横ずれ しなが ら除 々に回 り込 む.

44

厘羅瓢 幽 ∴ ・
(直 滑 降 ・テー ル ・ホ ップ

ス トック使 用)

直 滑降 で,1一 ④ の運 動 を し,1
一 ⑥ の運 動 で 止 ま る.

0.20

i
(70)

-1

1

丸 み の あ0.30
・る凸斜 面(80)

0.10

(90)

　

ご くゆ るi・ ・1・:
1い斜面i(

60)i

i

lI
　 ト

i":・ ・2・}…5i'
,CSO)iC90)

lil
[

一.

(直滑降 ・テールお きか え)}

直滑降 で1一 ⑤の運 動をし,最 後!"
に横ずれ回 りを して止 ま る.1

ll

⊥

…

0.20

90

0.30

09

0・30i1・30

701(83)

i

i10.30

!go

-一 一_一 一一 一

V

4

ー
③

ッ
プ 0.200.15

(70)(80>i

0.30

(80)

W

l
O.30

80

0.10

53
●0

53
■

0

ー

-

ー

--

--

t

7ー

…

一一

60

1
1.20

90;(77)

80

婁
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1(斜滑降 と横すべ り)平地に続

基本姿勢 の斜滑降で滑 り出し,角

付 けをゆるめて斜め前へ 横すべ り
をす る.

滑 「(網 降職 すべりの連続)
i

讐隙 欝繕1螺 劉
1返 す.

↓
急
幅
樋
面

,
;
い
斜

中
面
広
中

く
斜

の
状
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i ↓

山1

回i

5
1

③

り

(テ ー ルず ら し)

す.一 慣 れ て きた らテ ー ル を山i

側 へ 大 き く踏 み 出 してか らず らし1
た り, テ ール ・ホ ッフ。で 山側 へ 跳1

ね上 げ て か らず ら した りす る.1
._.____一_____一 一一一.-L一

0.30
//

(60)

1

....中 斜 面 …

6

.
パ

ラ

レ

ル

・
タ

ー

ン

1(山 回 り)

…lli羅禦鱗 響輪
1り を す る.
i

l一 …「一…一 一一一一一一一 …『 一一}一 一
1(テ ー ル ・ホ ッ プ。の 山 回 り一 一

i5!直 滑 降 か ら)

臼

;
あ
面

べ

面

の
斜

ン
ス

斜

み
凸

コ
ク

中
丸

る
や

ッ

I
i
{1

…ごくゆ倒

⑤膿 締 説 幣 筑 ぞい余斗面i
II膝 を曲 げ な が ら山回 りをす る.[I i
II

(テ ー ル ・ホ ップ の山 回 り ・i

斜 滑 降 か ら)睡

1〒:躰 姿勤 網 降から一醐 黍を繹・1剛II⑥豊 稀 婁1鯵 編 跨 馴面
I

l一 ル ・ホ ッ プか ら 山 同 りを す る.lI
-一 一 一 一一一一1

(テ ー ル ・ホ ッ プ ・タ ー ン)i

工厚勲擁 嘉雛 辮 舗う1
}弧 の 谷 回 り ター ン に進 め る.}1

(パ ラ レル ・ター ン)

トテ ー ル ・ホ ップ。・ター ンを い ろい

ろな リズ ムに よ り行 な う.慣

れ て きた らテ ー ル を跳 ね 上 げ な い
で,足 首,膝 の屈 伸 を大 き く使 っ

て 行 な うよ うにす る.

緩斜面や
中斜面で
部分的に
変化のあ
る斜面
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(70)・

6
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②

発 展 課 程
り 　

A
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LLI∂ 禰 翻 「一ケ)一}

ト
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ウ

ム

シ

ュ
タ

イ
ク

・
シ

ュ
ブ

ン

ク

の
導

入

(直滑降一 片開 きプルー クの連
続)

③ ②の運 動で片開 きプルーウ を した
らその反動 を利用 して スキーを持

1ち 上げて平行に し直滑降に移 る,
その連続.i

ヒ ト

1(谷 開 きプルーク)1

④ 斜 滑降か ら谷側の膝を曲げなが ら
スキーのテールを押 し 開 い て 滑

る.1

(余斗滑β難一密汗漏きフ。ルー クの連
続):

⑤

「

⑥

「
-⑳

■

⑧

「
1

}

//

//

④の運 動で谷開 きフ.ルー クを した 〃
らその反動 を利用 して谷スキーを
山 スキーに そろえて斜 滑 降 に 移 ・
る,そ の連続.i

V

ー
↓

0.35
1

i(80)I
I

・}

Ψ

「 ド12
・05

11W

(83)
i

ill

ll
　 　'0

.35;

　 　 　

1180
1

i
II

(直滑降一平行片開 きの連続)

③ の運動 を平行に片開 きをす る.

(斜滑降一平行谷開 きの連続)

⑤の運動 を平行に谷開 きをす る.
一」

(谷 ス キ ー先 開 き ター ン)

//

B
-

①
ピ

ボ

ッ
ト
系

タ

ー

ン

の
導

入

0

直滑降か ら平行片開 きや平 行谷開 …
きの要領でわずか に スキーの先 を ・"
開 く程度に して ターンを し,慣 れi
て きた ら谷回 りにはい る.1...

(谷 開 き プル ー ク ・タ ー ン)

A④ の運 動か ら谷膝 をターン内側
にき りかえ両膝 を伸ばす ように し
て谷回 りをす る.

(谷 開 き シ ュテ ム ・タ ー ン)

谷開 きの角度 を小 さ くしてゆ き,
なめ らかな動作 で谷回 りをす る.

〃

緩 ・中斜
面 …

//

i

O.200.20

×90)190
11

0.20;0.20

C80)80

　　 　 　　 　　 　 　　へ　 　 　　　　 　
i

}l
lO・50ρ ・50il

　 　
,(80)801

　 　11

1i

l∴i-　　 　 　 　　 　

1・・3・{・・3・コ(90)

;(9・),9・l
i

注:Tp・ 指導体系 としては,基 礎課程,発 展課程,完 成 ・応用課程の各課程が あ り,発 展課程 とし

てはウム シュタイク ・シュブン ク,ピ ボ ッ ト系 ターン(日 本 スキー教程 の名称),ジ ヤンプ ・

ターン等の導入を中級者程度 の者 を対象 として考 えてい るが,こ こではTp .グ ループの学習 し

た ものだけを書 き出 した.

指導過程にお ける各 名称 につ いては著者の主観 によって名付けた,例 えば踏みかえ回 り,横

ずれ,横 ずれ回 り,テ ールず らし等.

指導時 間の欄の ↓印は・学習 の過程 として練習 は したが,短 時間にす ませ た もの,漸 進 的過

程の もの・時間記録をはっ きり出せなかった もの等で,そ の記録 時問は次の指導種 目の項に含

めて小 してい る.

2.方 法

1・ 対 称 者 は,奈 良 県 立 添 上 高 校 体 育 科 スキ ー実 習 に 参加 した2年 生(16,17歳)の 初

心 者 男子22名 の う ち・7名 を無 作 為抽 出 してTp.グ ル ー プ(実 験 群)と し,残 り15名 をJ.

グル ー プ(統 制群)と した.

2・ 期 日は,昭 和49年2月11臼 ～14日 の4口 問(実 習 期 閥 と して は15日 まで の5日 間 で
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あ っ た.)

3.実 施 場 所 は,長 野 県 野 沢 温 泉 ス キ ー場 で,踏 み な ら され た条 件 の よ い 斜度5。 ～10Q

位 の と ころ,部 分 的 な地 形 で は約150～20。 位 の と こ ろ も使 用 した.雪 質 は い わ ゆ る乾 燥 粉

雪 で,降 雪 と晴 の 日が交 互 で あ った.

4.使 用 用 具 は,高 校 の備 品 と して の ス キ ー お よ び靴 が 約3分 の2で,個 人所 有 の もの

が3分 の1で あ った.ス キ ー は グ ラス と木 材 の合 板(ゲ ラス ス キ0の 下 級 品)が 大 多 数

で,従 来 の常 識 程 度 の長 さ(身 長 の約15%増)で あ り,靴 は 硬 質 ビニ ー ル 製 が 約3分 の2

で,ケ ミカ ル や オ0ル プ ラス チ ッ ク製 が 約3分 の1で あ った.用 具 に よ る特 別 な 配 慮 は し

なか っ た.

5.学 習 時 間 は,毎 日9.00時 ～11.30時,13.00時 ～15.00時 で,休 憩 は適 宜 と る こ とに

した.

6.指 導 者 は,J.ゲ ル ー フ.を上 野(添 上 高 校 体 育 科 教 諭,SAJ公 認 準 指 導 員,ス キ

ー歴15年)と し,Tp.グ ル ー フoを著 者(SAJ公 認 指 導 員,普 及 部 専 門委 員)と した.

7.そ の 他 指 導 上 の 手 続 と して は,J.グ ル ー プ は,日 本 ス キ ー教 程E1)基 本 技 術 の 各練

習 項 目や 応 用 練 習 項 目の バ リエ ー シ 。ン をす べ て 一 覧 表 に してお き,そ の 中か ら 「実 際 の

指 導 に 当 って は,目 的 や対 称 の レベ ル に応 じて,適 宜 取 捨 選 択 して活 用E2)」 し,Tp.グ ル

ー プ は,そ の 指 導 段 階(第1-2表)に よ る系 統 学 習 と した .

初 歩 動 作(歩 行,踏 みか え,方 向 変換,登 行,転 倒,起 立 等)の 学 習 は最 初 に両 グ ル ー

プ ー 緒 に して約1.30時 間実 施 した.

両 グル ー プ 間相 互 の 学 習者 に は心 理 的 影 響(た とえ ば,優 越 感,劣 等 感,競 争 意 識 等)

を極 力 もた せ な い よ うに す るた め,は じめ に練 習 方 法 の 相違 や実 験 段 階 で あ る こ と を簡 単

に説 明 す る こ とに した.

指 導 方 法 論 的 要 因 の一 つ で あ る説 明 と示 範,学 習,矯 正注 意 等 は,必 要 に応 じて適 宜繰

り返 し,説 明事 項 の規 制 は せ ず23},学 習 隊 形 も平 地 を除 き,一 列 の0人 ず っ 滑 降,と い う

従 来 の一 般 的 指 導 の方 法 を指 導 者 一 任 で 実 施 した.

一 っ の 学 習 種 目か ら次 の 学 習段 階 に 導 入 す る時 期 も指 導 者 の主 観 に まか せ た24)
.

8.以 上 の よ うに,そ れ ぞ れ の 各 指 導 種 目 につ い て の指 導 した時 間 と,そ の 目的 とす る

第2-1表J.グ ルーフ。の 日割 による主な技術の習得程度

日1主 な 技 術

　

1浅 い弧 の プル ー ク ・ボ ー ゲ ン

習 得 者 数
C°o)

2

70

50^-60

指 導

2.00

プル ー ク ・ボ ー ゲ ン

プル ー ク ・ボ ー ゲ ン と横 すべ リ

プル ー ク ・ボ ー ゲ ン

3/シ ユテ ム.タ ー ン

時1111

(h.)

2.00

60～70

60

30～40

パ ラ レ ル ・タ ー ン10

1　 　
シ ュテ ム ・タ ー ン150

4
パ ラ レル ・ター ン30

注:指 導 時 間 は,そ の 日の 主 な 技 術 に い た るま で に要 した時 間 で あ る.

2.15

1.20

1.00

2.35

iO.20

3.35

1.05

1.20

3.55

2.25
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第2-2表Tp.グ ル ープの 日割 による主な技術の習得程度

日 主 な 技 術
習 得 者 数

(%)
i

指 導 時 間

(h.)

1

2

3

4

直滑降テールお きかえ,横 ずれ同 り

斜滑降一横ずれの連続

70

60

パ ラ レル ・ター ン

パ ラ レ ル ・ター ン

プ ルー ク(両 開 き,片 開 き,谷 開 き)

0

一

〇

『0

0◎

3.05

0.30

3.35

3.45 3.45

80

2.20

0.35!

2.55 a

パ ラ レル ・ター ン

谷 脚 先 開 き ター ン(ウ ム シ ュ タ イ ク ・シ
ュ ブ ン クの導 入)

ピボ ッ ト系 ター ン導 入

.'

80

90

1.00

1.30

0.30

3.00

注:指 導時間は,そ の 日の主な技術にいた るまでに要 した時 間であ る.

ところの主要運動要素の習得者数を指導者の主観によってパーセンテージで記録 し,学 習

状態を観察 した.指 導の記録時間には,ラ ッセル,整 地,場 所の移動(含 リフ ト搭乗)は

含まず,学 習のための短 リフ ト搭乗はその中に含めた.ま た午前と午後に反復指導 した場

合は合計時間をその種目の指導時間 とした.

9.そ のほか8ミ リ撮影機を用いて学習状態の観察記録 とした.

3.結 果 と 考 察

まず,本 研 究 は一 つ の実 験 デ ー タだ け しか な く,実 験 群 も7名 とい う少 数 で あ っ た とい

う こ と,対 称 者 が 高 校 生 で あ り,し か も体 育 科 の 生 徒 で あ っ た とい う点 か ら,一一般 人 と比

べ る とか な り身 体 的 条 件 が 異 質 な もの で あ っ たか も しれ な い と い う疑 問 が 残 る.だ が 少 な

く と もJ.とTp.両 ゲ ル0プ の比 較 に お い て は一一っ の デ ー タ と して み る こ とが で き る と 思

う.

各 指導 段 階 に対 す る学 習所 要 時 間 と技 術 の 習 得 状 況 は,第1-1表,第1-2表,お よ

び第2-1表,第2-2表 の 通 りで あ る.

4日 間 の 学 習 期 間 で,最 終 的 な 技 術 目標 で あ るパ ラ レル ・ター ン の習 得 状 況 をみ る と,

J.ゲ ル0プ が約30°°,シ ュテ ム ・ター ン25)で50%と な って お り,Tp.グ ル ー プ は80%以 上

に な っ て 明 らか に 差が 出 て い る.ま たパ ラ レ ル ・ター ン の技 術 的 要 素 の習 得 はTp.グ ル ー

プが2口 目 に不 安 定 な が ら50%,3日 目に ・,,・とな って い る こ とは 特 筆 す べ き ことか も し

れ な い.技 術 到 達 の 目標 を パ ラ レル ・ター ン にお くな らば,確 か にTp.指 導 段 階 に よ る指

導 が 効 果 的 で あ る と考 え るが,現 地 で2日 目に ゲ レン デか ら帰 宿 の途 中 の緩 斜 面 雪 道 をJ.

ゲ ル ー フOはプ ル ー クで 滑 っ たが,Tp.グ ル ー フ.はプ ル ー クを知 らな い た め危 険 で あ っ た こ

とか らみ て,学 習初 期 の 応 用 力 の 点 で はJ.グ ルー プの 方 が ま さって い る.し か し3日 目,

4日 目 に な る と,片 開 きプ ル ー クや 谷 開 きプ ル ー クを応 用 して初 心 者 コー ス(雪 道)を 安 全

に滑 る こ とが で きた.結 果 的 に,Tp.グ ル ー プ は3日 問 で 初 心 者 の 域 を 出 る位 に な るが,

J.ゲ ル ー フQがそ れ と同程 度 にな る には5,6日 は か か る とい う ことが い え る.

参 考 ま で に,5日 目(実 験 期 間 は4日 間)午 後 のSAJバ ッ ジテ ス トの結 果 をみ る と,

3級 合 格 者 はJ.グ ル ー プ で は15名 申6名(40%),Tp.グ ル ー プは7名 中5名(70%)で



i

高橋:ス キー回転技 術の指導段階 第2報215

あ っ た26}.

前 回E7)報 告 した教 程 グ ル0プ(S.グ ル ー プ)の 学 習所 要 時 間 と比 べ て,J.グ ルー プ の記

録 時 間 と技 術 習 得 程 度 か ら学 習 展 開 進 度 を考 察 す る と,教 程 の改 訂 に よ る技 術 の基 本 理 念

や 指 導 段 階 の 相 違 もあ ろ うが,か な りは や い テ ン ポで 進 ん で い る.前 回 のS.グ ル ー プ は,

各 指 導 段 階 を忠 実 に 指 導 す る と い う こと と,各 段 階 の技 術 習得 者 を80%位 の 目標 で次 の過

程 に 進 め る とい う実 験 手続 を と った た め に,学 習 時 間 が 長 くか か っ た と思 わ れ る.手 続 上

の 問題 で もあ るが,や は り前号 で 指 摘E8)し た こ とが こ こで も実 証 され た .

しか し,例 え ば プ ルー ク ・ボ ー ケ ンだ け に費 や した学 習 時 間 が 前回 に比 して確 か に窺 い

が,技 術 習得 程度 を50%～60° °に と どめ て,シ ュテ ム ・ター ン や パ ラ レル ・ター ンの 指導

へ と進 ん で い る こ とは 多少 問題 で あ って,こ れ は,Tp.グ ル ー フ○が2日 目 や3日 目で パ ラ

レル ・ター ンの初 歩的 な もの が で き る よ うに な っ た状 態 をみ た指 導 者 の心 理 的 あ せ りが 現

わ れ た の で は な いか と考 え る.対 称 者 の生 徒 に つ い て は相 互 の心 理 的 影 響 を極 力 な くす よ

う努 力 した が,指 導 者 の そ れ につ い て は深 く考 慮 しな か っ た ので,こ の点 今 後 注 意 す る 必

要 が あ ろ う.

次 に基 本 的 技 術 要 素 と指 導 段 階 に つ い て 考 察 す る.

J.指 導 段 階 の 回転 技 術 の基 調 とな って い る運 動 要 素 は,曲 げ 押 し出 しに よ る 山 ま わ りか

ら,前 半 伸 ば し押 し出 し,後 半 曲 げ押 し出 し とつ な い で 谷 まわ りをす る こ とで あ り,こ れ

に よ って 「基 本技 術 」 を 組 立 て い る.そ して 次 の課 程 の 「発 展 技 術 」 へ と連 係 を もた せ て

い る もの で あ る.「 基 本 技 術 の パ ラ レル ・タ ー ン の要 領 か ら,上 下 動 を少 な く し,ね ば り

の あ る,な め らか な脚 部 の動 きに習 熟 す れ ば,ピ ボ ッ ト ・ター ンに 結 び つ き,一 方,脚 の

曲 げ伸 ば しを躍 動 的 に行 な えば,ジ ャ ン プ ・タ ー ン につ なが る.ま た,谷 開 き ター ンの要

素 を,力 強 く,積 極 的 に行 な え ば,ス テ ップ ・タ ー ン に発 展 す る30).」

しか し,「基 本 技 術 」の プ ル ー ク ・ボ ー ゲ ンや 特 に シ ュテ ム ・ター ン に お い て は,一 連 の

脚 部 の運 動 要 素か らみ る と異 質 の動 作 と運 動 感 覚 が あ る.す な わ ち,「 曲 げ押 し出 しに よ

る 山 ま わ りか ら,伸 ば し押 し出 しで,ス キ ー をV字 型 に 開 い て,谷 に 落 と しこみ,後 半,

膝 を曲 げ なが ら内 ス キ ー の角 付 け を切 り換 え,ス キ ー を¥1/,行に そ ろえ て まわ る川.」 とい

う シ ュテ ム ・タ0ン の基 本 的 要 領 で,タ ー ン前 半 に 伸 ば し押 し出 しで,ス キ ー をV字 型 に

開 く要 素 が は い る.プ ル ー クや プ ル ー ク ・ボ ー ゲ ンか らの 指 導 体 系 の 発 展 と して は 当然 な

こ とで,シ ュテ ム ・ター ンが 最 終 技 術 目標 で あ るな らば 実 に ス ム ーズ に展 開 して ゆ く.し

か し,パ ラ レル ・ター ンは両 脚 同一 方 向(タ ー ン外 側)へ の,同 時 伸 ば し押 し出 し操 作 で あ

るの で,伸 ば しV字 型 で の 内 ス キ ー操 作 が,パ ラ レ ルへ の 異 質 要 素 と して 加 わ る こと に な

る.こ れ が 一 っ の 運 動 神 経 回 路 とな っ てV字 型 が なか なか とれ な い要 因 に な って い る よ う

に思 う.だ か ら シ ュテ ム ・ター ンは 指 導 体 系 か らす れ ば,「 伸 ば しV字 型 」 の もので は な

く,教 程 の 「基 本 技 術 」 パ ラ レル ・ター ンの 導 入 練 習 や 「発 展 技 術 」 ピボ ッ ト ・ター ン の

導 入 練 習at)に あ る よ うに,「 曲 げV字 型 」 か ら,そ ろ え伸 ば し押 し出 しに は い る もの(谷

開 き ター ン,曲 げ に よ る シ ュテ ム ・ター ン)に す る方 が,重 心移 動(腰 の ター ン内 側 へ の

ス ラ イ ド)も 自然 な形 で現 わ れ る し,よ り効 果 的 だ と考 え る.

こ うい う観 点か らす れ ば,や は りプ ルー ク系 の 指 導 段 階 は,従 来 の もの の技 術 分析 と共

に大 巾 に 研 究 し直 す 必 要 が あ るの で はな か ろ うか.

一 方
,Tp.指 導 段 階 は,テ ー ル ・ホ ップや 伸 膝 運 動 を きっか け と して,横 ず れ,横 す べ

りや 山 回 りと結 び つ けて,… つ の ター ン を形 成 しよ う と して い る.Kruckenhauser,S.33}

は 「ジ ャン プ.によ って パ ラ レル ・クル ス チ ャニ ア を教 え る方 法 は良 く知 られ て い る.こ の

"
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方 法 は利 点 は大 きいが 重 大 な欠 陥 もあ る.そ れ は相 当上 達 した ス キ ー ヤ0と 良 い コ ンデ で

シ.ン が 不 可 欠 で あ る と い う こ とで あ る.」 と して い るが,実 験 観 察 結 果 か らは そ うい う

こ とを あ ま り感 じな か っ た.た だ,タ ー ン後 期 の 雪 面 のplatform(チ ェ ッ ク,エ ッジ ン

グ)と ホ ップ の タ イ ミン グ関係 お よ び バ ラ ンス の むず か し き,更 に 多少 の筋 力 を要 す る関

係 か ら,若 年 者 向 きの指 導 段 階 と して適 切 で は な か ろ うか.指 導 の方 法 上,開 脚 法 と共 に

ス トックの活 用 と地 形 の利 用 は絶 対 不 可 欠 な もの で あ ろ う.ま た,複 雑 な運 動 要 素 が な

く,ス キ ー 操 作 や動 作が 単 純 な た め,分 習 法,全 習法,併 用 練 習 法 な どで き るだ け変 化 を

もたせ た指 導 が 必 要 で あ ろ う. 巻

4.要 約

従 来,ス キ ー 回転 技 術 指導 に お け る一一一般 的 指導 体 系 は プ ルー ク系 か らの 発展 で あ った.

そ して実 際 の 指導 の場 に お い て は,プ ル ー クや フoルー ク ・ボ ー ゲ ンあ るい は シ ュテ ム ・ク

リス チ ャニ アの 学 習 に長 時 間 を 賢 や して い た.ま た シ ュ テ ム ・ク リスチ ャニ アか らパ ラ レ

ル ・ター ンへ の発 展 連 係 に お い て も問題 が残 され て い た.

そ こで,従 来 の 指 導 体 系 と して 根 本 的 相違 の な い84旧 本 ス キ ー教 程 の 指 導 段 階(J.)

と,プ ル ー ク系 を排 除 した パ ラ レル系 指導 体 系 の著 者 試 作 指導 段 階(Tp.)の 両 者 を4日

間 それ ぞ れ グル ー プ別 に実 地 指 導 した.そ して そ の 学 習効 果 や基 本 的 な スキ ー 操 作,動 作

要 素 の考 察 を して きたが,そ の結 果 は概 略次 の よ うな もの で あ った.

4日 問 の 学 習期 間 で,基 礎技 術 の 到達 目標 で あ るパ ラ レル ・ター ンの 習 得 状 況 は,J.グ

ルー プ30%,シ ュテ ム ・ター ン50%で,Tp.グ ル ー プ は ・',・以 上,ウ ム シ ュ タ イ クシ ュ ブ

ン ク(ス テ ップ ・ター ン35})の 初 歩80%,ピ ボ ッ ト系 ター ン36}の初 歩90°°で あ った.ま た

2口 目に は,J.グ ル ー プ は フ○ル ー ク ・ボ ー ゲ ン の初 歩 が50%～60%に 対 し,Tp.グ ルー プ

は約50%の 者 が パ ラ レル ・ター ンの初 歩 的 な ものが で き るよ うに な って い る.

両 者 の 根 本 的 な 運 動 要 素 は 同 じ もの で あ るが,ス キ ー 操 作 や 動 作 か ら,J.指 導段 階 に お

け る シ ュテ ム ・ター ンの 「曲 げ の 山 まわ りか ら,伸 ば し押 し出 しで スキ ー がV字 型 に な

る」 点 が や は りパ ラ レル ・ター ンの動 作 要 素 とは 異 質 な もの と して その 発 展過 程 上一 っ の

障 壁 に な って い る こ とを認 め ね ば な らな い だ ろ う.そ して パ ラ レル ・ター ンの 前 段 階 と し

て の シ ュテ ム ・ター ンは 「ター ン後 半 の 曲 げ で 谷 開 き とな り,そ ろえ な が ら伸 ば し押 し出

し」 で ター ンに導 く もの の方 が効 果 的 で あ る と思 わ れ る.

Tp.指 導 段 階 は,テ ー ル ・ホ ップ か 伸 膝 運 動 に よ り きっか け をつ く り,山 回 りで ター ン

形 成 を して い る こ とは 運 動 と して は きわ め て 単純 な もの で あ る.し か しエ ッ ジン グと タイ

ミン グ,バ ラ ン スの 点 で 学 習 上 困 難 さが あ る.

本 研 究 の問 題 点 と して は,実 験 デ ー タが 一 例 に す ぎな い の で 今 後 多 数 の デ ー タを集 積 す

る必 要 が あ る とい うこ と と,実 験 手 続 上 指 導 者 の 心 理 的 影 響 の防 止 とい う ことで あ る.ま

た今 後 の課 題 と しては,従 来 の指 導 体 系 の特 に プ ルー ク系 統 の 運 動 に お け る動 作 分 析 をす

る必 要 が あ る ので は な か ろ うか とい う点 と,そ れ に 付 随 して シ ュテ ム系 指 導 体 系 の 組 み 換

え,と い うこ とに な ろ うか と思 う.

終 りに,本 研究の実地指導と記録に関 して上野博美氏の協力を得たので,記 して感謝の

意を表する.
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業 の 日本 社,1972.P.93.

フ ラン ス派 遣 団 報 告 「フラ ン スの 新 しい ク リス チ ャニ ア」(英 交独 女対 照 訳 大 熊 勝 朗)第8回

世 界 スキ ー指 導 者 会議 報告 書,全 日本 ス キー 連 盟編,1968.pp.26～29.

倉て∫掲8,p.21.

クル ッケ ン ハ ウザ ー ・ ホ ッ ピ ヒラー 「赤 い糸 」(英 女独 女 対 照 訳大 熊勝 朗)第8同 世 界 指 導 者

会Gi報 告 書,全 日本 スキ ー連 盟 編,1968.P.25.()内 は 訳者 注.

Tp.の 記 号 は著 者 の主 観 で 便 宜 ヒつ け た もの であ る.(Takahashi'sParallelSystem)

前 掲8・P・22・ 「開 い た パ ラ レル ・ク リス チ ャニ ア(Parallelchristiewithwidetrack)

"Breitschwung"は エ レガ ン トな パ ラ レル ・ク リス チ ャ ニ アへ の 唯一 の導 入 法 とい うわ け で は

な いが,従 来 の とは 別 の ・ きわ め て 有 用 な方 法 で あ る.」 と し,前 掲14,P.23.「 我 々は初 心

者 と中級 者 の 指 導 に 際 して両 スキ ーを 平 行 に 開か せ る方 法 の助 け を借 りてや った.」 とあ り,

今 日では 世 界 各 国 で採 用 され て,指 導 法 の一 般 常 識 とな って い る.

McCulloch,E,:"LearntoSki",Firstrivisededition,Universalpublishing&Distributing

corporation:NewYork,1959.PP.50～51.theSnowplowturnやtraversingの 次 に

down-and-upPoleexerciseと して ス トックの 早 期練 習 を重 要 視 して い る.

西 山実 幾 「ス キ ー技 術 に つ いて 」 昭 和47年 度 大 学 体育 ス キ ー指 導 者研 究 集 会 講 義,D.S.K.,

大 学 ス キ ー研究 会 編:25,1974.

全 日本 スキ ー連 盟編:日 本 ス キ ー教 程,ス キ ー ジ ャー ナ ル,1g73.

J・ の記 号 は著 者 の 主 観 で 便 宜上 つ け た もの で あ る.(SkiTextofJapan)

前 掲19,PP.34～61お よびPP.133～137.

前 掲19,p.132.

前 掲3・P・139・ 「各段 階 の展 開 は ・ 説 明 と示 範,練 習,グ ルー プ全 体へ の矯 正 注 意 と し,各

学習 者 へ の 矯 正 は 省 い て ・ 個 人 的 に は … … 等 の単 語 のみ に した.」 とい う手続 は あ ま りに も学

習 者 を無 視 した よ うな,ま た 指 導 者 と して もそれ らの規 制 は や りに くい とい うこ とが あ っ た.

前 掲3,P・141・ 「ecゲル ー プ 中 の約80%以 上 の もの が 満足 され た状 態 で次 の 段 階 に 進 め るこ と

を原 則 とす る"と い うこ とは 案 の 定 無理 で あ っ た.」 とい う こ とが あ っ た.

前 掲19の 教 程 で は ・ シ ュテ ム ・ク リス チ ャニ ア の こ と を シ ュ テ ム ・ター ン と よん で い るの で そ

れ を使 った が,英 丈(ア メ リカ)で は シ ュテ ム ・タ ー ンは い わ ゆ る シ ュテ ム ・ボ ーゲ ン の こ と
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28.

29.

30.

31.

32.

33.

34.

35.

36.
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で あ るの で 名称 上 ひ っか か りが あ る.

SAJ3級 の 検 定 内 容 お よび 基 準 は 直 滑 降,シ ュテ ム ・ター ン,パ ラ レル ・ター ンで,各 種 目

の総 汁が 満点 に対 して70%以 上.実 施要 領 として は 直 滑 降が 中斜 面 で50n2位,シ ュ テ ム ・ター

ンや パ ラ レル ・ター ン は 平 滑 な 緩 斜面 で左 右 お の お の2回 以 上 連 続 して 行 な う.な お 今 回 の パ

ラ レル ・タ ー ンに お い て ス キ ーのV字 型が 多少 現 われ て も パ ラ レル ・ター ンの運 動 要素 を 把 握

した滑 りで あれ ば合 格 点 と し(J.グ ル ー プ),シ ュ テ ム ・ター ンに お いて は 教 程 の基 本 技 術 に

こだ わ らず 谷 開 き ター ンで も可 と した(Tp.グ ルー プ).

前 掲3,P.140.お よ びP.142.

前 掲3,p.141.

前 掲3,P.140.お よ びP.142.の 表 を み る と,S.グ ル ー プ(SAJス キ ー教 程 に よ る もの)

は プル ー ク ・ボ ー ゲ'ン習 得 に 男子 平均4.20時 間 費や して い るが,今 回 のJ.グ ル ー フ○は2.40時 間

で あ る.

前 掲19,P.64.

前 掲19,P.46.下 点 は著 者が つ けた.

前 掲19,P.59.お よ びPP.68～69.

前 掲8,P.21.

プル ー ク,プ ル ー ク ・ボー ゲ ン,シ ュテ ム ・ク リス チ ャニ ア そ して パ ラ レル ・ター ンへ と発 展

す る学 習過 程 とし ては 変 って い な い とい うこ と.

前 掲19の 教 程 では,ウ ム シ ュ タ イ ク シュ ブ ン クの こ とを ステ ップ ・ター ン とよん で い るの で そ

れ を書 き加 え たが,一 歩 一 歩 踏 みか えな が ら同 って ゆ く もの と混 同 され や す い.

前 掲19の 教程 では,ピ ボ ッ トとよん で い るが,前 掲4の 教 程 で は 曲 進 系 とよ ん で い た もの で あ

る.世 界 各 国 それ ぞれ 名称 が 異 な り統一一・的 名称 は 現 在 の と ころ な い.

}

Summary

Andstillmorethereseemstobeavariousproblemsforalearner

toovercomewhenhedevelopshisskillfromstemChristietoparallelturn.

TheprocedureintheSkiTextofJapanisasnowploworstemsystemof

teaching(abbreviatedas`J.process'inthispaper).OntheotherhandM.

Takahashigaveitatrialprocess(`Tp.process')creatingaparallelteaching

system.Accordinglythepurposeofthisstudyistoexamineexperimentally

theeffectsoflearningandeachprocessofteaching.

1nthisexperimentalteaching,oneinstructortaughtJ.processtoone

ski-beginner-group(J.group)andanotherinstructortaughtTp.processto

anotherbeginner-group(Tp.group)inthecourseofthefourdaylesson

(aboutthreetofourhourseachday).Thetimerequiredforteachingeach

stepandthepercentagethegroupmembersmasteredeachskillwereput

downonrecord.Andtheirwayofmasteringtheskillswasalsorecorded

byM.Takahashiusing8mm.cinecamera.Theresultsweresummarisedas

Ithasgenerallybeenconsidereduntillveryrecentlythatthegeneral

teachingprocedureintheskiturntechniqueinJapanwastofollowthe

stepsoftheskillsfromsnowplow(Pflug),snowplowturn(Pflugbogen),

stemChristietoparallelturn.Butitusuallytakesquitealonbtimeto

havethebeginnersmastertheskillssuchassnowplowturnandstem

Christie.



,

motorelementsinthe

theoperationand

themovementofskiing,stemChristietakesasnowplowpositionbyopening

(orwiththrustingout)thetailsoftheskisextendingtheknees.Butthat

isthequestion,becauseitcontainsthedifferentmotorelementscompared

withthefactorsofparallelturn.InordertomakestemChristietechnique

linkwithparallelturntechnique,itmustbeinitiatedfromstemmingwith

thedownhillskipressingforwardtheknees,makingtheuphillturn,and

thenextmotionistothrusttheheelsontheoutsideoftheturningby

extendingthekneesalongwithtakingaparallelpositionoftheskis.

Untheotherhand,intheTp.process,itiseasytomastertheturning

fortheyoungbeginningskiers,becausethemotionandthemovementare

simplyunified,thatis,aturnisformedofthetail-hoppingandtheside-

slipping,throughthedirectmethodoftheopenedparallelposition(thewide

truckposition).Butitisdifficulttomakesuchmotorcontrolasthe

balance,theedgingandthetiming.Itisanimportantmeans,tomakegood

useoftheskipolesfromthefirststep,withthemethodoftheopened

parallelposition.Andalsoitmustbekeptinmindtochoosethefitting

placeforteachingtheskills.
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follows:

Attheendofthefourdaylesson,thepercentageofthelearnerswho

masteredparallelturnwasabout3000inJ.groupandTp.groupwasa

resultof80°Oormore.ThemembersofTp.groupwerealmostmastered

theelementaltechniquesofstepturnandpivotturn,too.(Stepturn'is

called`Umsteigschwung'inAustriaand`pivotturn'iscalled`backsitting

technique'inAmerica,`Wellentechnik'inAustria.)Anditwasquitesur-

prisingthatahalfofthemembersinTp.grouphadmasteredtheelemental

techniquesofparallelturn,attheendofthesecondday.

Bothoftheprocessofteachinghavethesame

fundamentalbackgroundoftheskills.InJ.group,in


